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プロジェクトの概要
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実施内容作業フロー

（２）災害時に利用可能な位置情報コンテンツ整備

（１－１）広域同報小容量データ活用方法の構築

（１－２）リアルタイム防災ソリューションの利用実証

（３）災害時のアクションメニュー分析と災害対策プロセス構築

（４）社会的に継続性のあるシステムデザインの検討

H21年度 H23年度H22年度

シミュレーション実験 IMES環境実験

QZSS環境実験シミュレーション実験

IMES実験用コンテンツ作成 QZSS実験用コンテンツ作成

IMES実験用シナリオ作成 QZSS実験用シナリオ作成

報告書 1回／年

報告書

報告書

報告書

報告書

Red Rescueプロジェクト

Red Rescue(*)プロジェクトは、文部科学省の公募事業、平成21年度「宇宙利用促進調整
委託費～衛星利用の裾野拡大プログラム～」の中で委託を受け、平成21年度から3年間、
「衛星からの広域同報小容量データを利用したリアルタイム防災ソリューションの構築」に関
する調査、研究開発、実証実験等を実施している。
(*)“REal-time Disaster REsponse using Small-Capacity data from the UniversE.”

具体的には、準天頂衛星から広域に一斉送信する小容量データを活用し、携帯電話等の媒
体を通じて、利用者が状況に応じて選択的に情報を活用できる仕組みの研究開発である。
この仕組みを用いて、緊急時に利用者がとるべきアクションを示唆することで災害対策活動
を円滑に行える防災ソリューション(FAM:Flexible Action Management)を構築することを目的として
いる。

プロジェクト体制

株式会社
NTTデータ

アジア航測株式会社

株式会社パスコ

慶應義塾大学

専門委員会
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Ｒｅｄ Ｒｅｓｃｕｅプロジェクトのコンセプト （1/2）

4

準天頂衛星 ©JAXA

イノベーションのポイント → 衛星技術と位置情報の活用

災害時の意思決定に役立てる
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Flexible Action Management

5

準天頂衛星 ©JAXA
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複雑な処理や、リッチなコン
テンツを呼び出し

衛星からの広域同報小容量データをトリガーとし・・・

Ｒｅｄ Ｒｅｓｃｕｅプロジェクトのコンセプト （2/2）



Copyright © 2011 NTT DATA CORPORATION 6

Red Rescueプロジェクト 実証実験の構成

緊急情報
制御データ
など

測位信号の

補強観測
データ

防災センタなどモニタ局

準天頂衛星 GPS IMES送信機

測位信号

測位信号
（屋内）

測位信号
測位信号の補強観測データ

衛星地上局
測位信号受信

測位補強処理

補強データ受信

防災等アプリケーションでの利用

緊急情報
制御データ

など

緊急情報
制御データ

など

【目標】
①準天頂衛星から送信される緊
急情報を利用して、防災等アプリ
ケーションの利用実証を行う。
②屋内・屋外シームレス測位環境
を構築し、①のアプリケーションの
屋内での利用実証を行う。
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L1-SAIFを使った防災メッセージ送信

測位補強用L1-SAIF信号(250bps)

モバイル端末

データ領域212 bit

防災メッセージ送信用L1-SAIF信号
(250bps)

1ﾒｯｾｰｼﾞ/10秒
(送信頻度検討中)

内蔵
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

内蔵
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

Web
ﾍﾟｰｼﾞ/
ｻｰﾋﾞｽ

外部
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

3G
WIFI
WAN
LAN

ﾊｻﾞｰﾄﾏｯﾌﾟ
詳細地図

3D地図 等

<ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ>
メッセージタイプ
対象エリア
災害タイプ
等
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実施内容の構成

情報収集 状況判断 配信 受信 アクション

Phase1: シミュレータ

Phase2: IMES環境＋モバイル

Phase3: QZSS環境＋モバイル

メッセージ送信（小容量データ） メッセージ受信

位置情報検出

実施内容の構成 （※宇宙利用促進）

アプリケーション

環境

プロセス

社会システム

コンテンツ

アクションメニュー表示・連携

位置情報コンテンツ連動・表示

メッセージ解読

災害場所・レベル入力

位置情報コンテンツ連動・表示

メッセージ作成

位置情報コンテンツ位置情報コンテンツ

※地球観測衛星活用

※ SBAS利用

※測位衛星活用

センター モバイル端末

実施内容 成果物

（２）災害時に利用可能な
位置情報コンテンツ整備

（１－１）広域同報小容量
データ活用方法の構築

（１－２）リアルタイム防災
ソリューションの利用実証

（３）災害時のアクション
メニュー分析と災害対策
プロセス構築

（４）社会的に継続性の
あるシステムデザインの
検討

位置情報
コンテンツ
プロトタイプ
作成

実証実験
シナリオ
作成

報告書

リアルタイム
防災ソリュー
ション・プロト
タイプシステ
ム構築およ
び実証実験

他システムとの連携
システム標準化
安全性、セキュリティ等、社会的影響への配慮
衛星技術、端末技術の動向と社会への普及シナリオ
社会のニーズ変化 等
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2011年3月実験


